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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週のブラジル・レアルは対米ドルで上昇する一方、対
円では下落しました。また、2年国債金利は上昇しました。

1月11日（現地、以下同様）に格付会社スタンダード・ア
ンド・プアーズは、ブラジルの自国通貨建てと外貨建ての
長期債務格付けを1段階引き下げて、ともに「BB－」とし
ました。しかしながら、同社による格下げの可能性はかね
てから指摘されていたこともあり、翌12日のブラジル金融
市場ではブラジル・レアルが対ドルで上昇し長期金利も
低下するなど、格下げに対する市場参加者の反応は限
定的でした。

1月10日に発表された2017年12月のIPCAインフレ率
は前年比2.95％の上昇となりました。市場予想を上回る
数字となったことを受けて、2年国債利回りには上昇圧力
がかかりました。一方、2017年のインフレ率がブラジル中
央銀行の目標レンジ（現行で3～6％）を下回ったことから、
ゴールドファイン総裁は財務相宛てに書簡を送付し、低
インフレの原因について、食品価格の大幅下落が主な
要因との見解を示しました。加えて、今後インフレ率は目
標レンジの中心値（4.5％）に接近するとの見通しを改め
て示し、現行の金融政策を見直す必要はないと指摘しま
した。

【2】今週の見通し

今週のブラジル金融市場は、年金改革法案を巡る政治
情勢と、1月24日に予定されているルラ元大統領の控訴
審を材料として神経質な展開が続く見込みです。

年金改革を巡る政治情勢につきましては、財政規律に
関する考え方の違いや、連立与党内における大統領選
候補の指名争いなどから、メイレレス財務相とマイア下院
議長の対立が激しくなっています。テメル大統領は仲裁
に乗り出していますが、両者の対立が一段と激化すると
年金改革法案成立の可能性が低下することが懸念され
ます。

経済指標に関しましては、経済活動指数の発表が予定
されています。市場では前年比2％台半ばの成長率が予
想されており、ブラジル経済の着実な回復が確認できる
かが注目されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2018年1月15日

（2017年12月15日～2018年1月12日）

（2017年12月15日～2018年1月12日）

【2018年1月6日～2018年1月12日までの推移】
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